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外国につながりのある⽇本語の⽀援が必
要な児童・⽣徒（以下 JSL 児童・⽣徒）に
対する活動は、各地で様々に⾏われてきて
いますが、コロナ禍において、⽣活の問題
やデジタル機器・環境の格差問題などが顕
在化しています。⼀⽅、急速にその必要性
から進展をみせたオンライン授業やツール
の浸透は、⽂部科学省の進める「GIGA ス
クール構想」を加速させる要因となってい
ます。各教科においては、デジタル教科書
の開発や導⼊が進められています。では、
このような状況は、JSL 児童・⽣徒にとっ
ても朗報となるものでしょうか。⼀部出版
社で試験的に作成されているマルチリンガ
ル教科書は、従来の⽀援・指導の形を変え
ていくものと期待されています。このよう
に、技術の⾰新、ICT 環境整備が急速に進
む中で、新たな⽀援や指導体制の構築のた
めの各教科の教材のデータベース化やその
分析、活⽤の重要性が増しています。 

20 年度は、しあわせ研究所の研究費の助
成を受け、「外国につながる⼦どもたちは幸
せか」「⼦どもたちを取り巻く⼈々は幸せか」
という問いを念頭に、江東区の公⽴⼩学校

での⽀援に資する新たな教材開発を⽬指し
た国語科の教科書のデータベース化、分析
を進めました。既に東洋⼤学の⽥中祐輔⽒
による出版５社の国語科の教科書のデータ
ベースが COSMOS（https://cosmos.education/）

で公開され、現場での活⽤も始まっていま
す。データベース化されたテキストからは、
語彙の抽出などが容易となり、特徴が明⽰
されることにより、新たな⽀援・指導の可
能性が⽰唆されています。例えば、テキス
トマイニングの⼿法は、AI による形態素分
析が⾶躍的に進んできたことから、だれで
も⼿軽に⾏える時代になりました。⽂章を
読む・理解する過程で重要な⽂字情報の認
知の際、「外国語」である⽇本語の⽂章を⾒
ただけで萎縮してしまう⼦どもたちに、こ
とばが視覚的に出てくるような仕掛けを⽤
いることで、語彙そのものの把握だけでな
く語彙間の関係把握や⽂章中での位置づけ
の理解を促すなど、従来の学習とは違った
アプローチの可能性も出てきました。今後
も、⽀援・指導者側だけでなく、⼦どもた
ちの主体的な学びにおけるこのような⼿法
の活⽤の検討を重ね実⽤化を⽬指します。 
 
 
 
 
 
 
分析例：重松清「カレーライス」（光村図書：国語五） 

左：KH Coder（https://khcoder.net/） 
右：ユーザーローカルテキストマイニングツール 

（https://textmining.userlocal.jp/） 
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